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は
じ
め
に

　

新
収
と
な
っ
た
俳
画
賛
絵
巻
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
仙
鶴

が
絵
を
描
き
、
周
竹
、
園
女
、
秋
色
、
敬
雨
ら
、
元
禄
期
か
ら
享

保
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
俳
人
た
ち
が
賛
を
記
し
た
作
品
で
あ
る
。

成
立
の
正
確
な
年
次
は
不
明
な
が
ら
、
秋
色
が
享
保
十
年
に
没
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
俚
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
。
同
様
に
俚
諺
を
題
と
し
た
絵
俳
書
と
し
て
は
、
享
保
十
九

年
刊
の
『
二
重
染
』（
露
月
ほ
か
編
）
が
あ
る
が
、
本
作
品
は
そ
れ

に
先
行
す
る
、
し
か
も
肉
筆
の
絵
巻
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
制
作
時

期
、
制
作
者
、
内
容
の
い
ず
れ
か
ら
見
て
も
、
貴
重
で
興
味
深
い

資
料
と
言
え
よ
う
。

書
誌

形
態
…
巻
子
本
一
巻
。
二
九
・
四
糎
×
四
〇
六
・
三
糎
。

表
紙
…
薄
緑
色
絹
表
紙
。

外
題
…
な
し
（
タ
イ
ト
ル
は
内
容
に
よ
る
）。

見
返
し
…
金
箔
散
ら
し
料
紙
。

本
紙
… 

二
八
・
八
糎
×
三
六
五
・
七
糎
（
料
紙
を
三
枚
継
い
で
お
り
、

一
枚
目
が
二
八
・
八
糎
×
一
三
一
・
二
糎
、
二
枚
目
が
二
八
・

九
糎
×
一
三
四
・
二
糎
、
三
枚
目
が
二
八
・
九
糎
×
一
〇
〇
・

三
糎
。
な
お
、
二
枚
目
と
三
枚
目
に
は
、
上
記
の
長
さ
に
足
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
糊
代
が
数
粍
あ
る
）。

翻
刻
・
影
印
『
俚
諺
俳
画
賛
絵
巻
』

│
│ 

仙
鶴
画
、
周
竹
・
園
女
・
秋
色
・
敬
雨
ら
賛 

│
│

伊　

藤　

善　

隆

『
早
稲
田
大
学
図
書
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要
』
第
六
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（
二
〇
一
六
年
三
月
）



─　　─2

　

年
記
…
な
し
。

　

請
求
記
号
…
ヘ
五　

六
七
〇
五
。

内
容

　

全
十
二
図
で
構
成
さ
れ
る
。
巻
末
に
「
鶴
翁
書
﹇

翁
﹈（
朱

文
方
印
）」
と
あ
っ
て
、
画
者
は
堀
内
仙
鶴
で
あ
る
と
判
る
。
絵
は
、

い
っ
け
ん
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
判
り
に
く
い
も
の
が
多
い
が
、

い
ず
れ
も
俚
諺
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
図
ご
と
に
、
賛
を
翻
刻
し
、
描
か
れ
た
俚
諺
と
そ
の
解
説
を
※

印
に
続
け
て
記
し
た
。
な
お
、
俚
諺
の
検
索
に
は
、
加
藤
定
彦
・

外
村
展
子
共
編
『
俚
諺
大
成
』（
日
本
書
誌
学
大
系
59
、
青
裳
堂
書
店
、

昭
和
六
十
四
年
一
月
）
を
主
に
参
照
し
た
。

（
巻
末
、
落
款
部
分
）

（
第
一
図
）

　
　

中
川
や
こ
と
ば
戦
ひ
蛙
股 

周
竹
﹇
□
治
﹈

※ 

川
向
い
の
喧
嘩
…
自
分
の
心
身
に
少
し
も
痛
み
を
感
じ
な
い
こ

と
。「
船
と
陸
と
の
詞
戦
ひ
、
俗
に
い
ふ
川
向
ひ
の
喧
嘩
に
等

し
く
」（『
壇
浦
兜
軍
記
』）、「
河
向
の
喧
嘩
」（『
二
重
染
』）。
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（
第
二
図
）

　
　

籔
越
に
花
の

呼
朝
諷 

玉
泉

※
籔
か
ら
棒
…
突
然
で
あ
る
さ
ま
。「
藪
か
ら
棒
と
申
さ
う
か
、

寝
耳
に
水
と
申
さ
う
か
」（『
鑓
の
権
三
重
帷
子
』）、「
薮
か
ら

棒
」（『
二
重
染
』）。

（
第
三
図
）

　
　

探
よ
る
垣
に
鼻
こ
そ
梅
屋
し
き 

夏
葉

※
盲
の
垣
覗
き
…
や
っ
て
も
無
駄
な
こ
と
。「
花
あ
れ
ば
誰
も
め

く
ら
か
垣
の
ぞ
き　

親
重
」（『
犬
子
集
』）、「
目
く
ら
の
垣
の

ぞ
き　

歯
な
し
の
骨
だ
く
み　

法
師
の
櫛
だ
く
み
」（『
毛
吹

草
』）、「
瞽
垣
覗
」（『
二
重
染
』）。
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（
第
四
図
）

　
　

紅
染
の
う
き
あ
や
か
り
や
此
日
和 

園
女
﹇
園
女
﹈

※
我
事
と
下
り
坂
に
走
ら
ぬ
も
の
は
な
い
…
下
り
坂
で
は
自
然
に

走
り
出
す
よ
う
に
、
自
分
に
関
係
し
た
こ
と
で
は
、
誰
に
指
示

さ
れ
ず
と
も
乗
り
気
に
な
る
こ
と
。

（
第
五
図
）

　
　

恋
と
申
か
ら
き
物
あ
り
小
夜
千
鳥 

秋
色

※
焼
鳥
に
捉
緒
を
つ
け
よ
…
用
心
の
上
に
も
用
心
を
せ
よ
。
念
に

は
念
を
入
れ
よ
と
い
う
こ
と
。「
か
ち
て
か
ぶ
と
の
を
ゝ
し
め

よ
や
き
と
り
に
も
へ
を
ゝ
つ
け
よ
」（『
毛
吹
草
』）、「
や
き
と

り
に
へ
を
」（『
二
重
染
』）。
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（
第
六
図
）

　
　

初
夢
や
ほ
む
ら
も
浦
の
を
ん
た
か
ら 

不
吟

※
鰯
の
頭
も
信
心
か
ら
…
鰯
の
頭
の
よ
う
な
詰
ま
ら
な
い
も
の
で

も
、
そ
れ
を
信
仰
す
る
人
に
と
っ
て
は
大
事
だ
と
い
う
こ
と
。

「
い
わ
し
の
か
し
ら
も
し
ん
じ
ん
か
ら
」（『
毛
吹
草
』）、「
い
わ

し
の
頭
も
信
心
か
ら
」（『
二
重
染
』）。

（
第
七
図
）

　
　

鉄
む
ち
や
朝
日
も
ま
た
ず
霜
ば
し
ら 

不
吟

※
鬼
が
煎
餅
か
む
様
…
物
が
簡
単
に
壊
れ
て
し
ま
う
様
子
。
ひ
と

た
ま
り
も
な
い
様
子
。「
風
に
木
の
葉
、
鬼
に
煎
餠
、
め
り
め

り
び
し
ゃ
り
粉
微
塵
と
」（『
平
仮
名
盛
衰
記
』）。
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（
第
八
図
）

　
　

か
ら
竃
や
嫦
娥
は
雲
の
う
し
ろ
影 

風
洗

※
月
夜
に

…
明
る
い
月
夜
に

を
盗
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

油
断
し
て
ひ
ど
い
目
に
遭
う
こ
と
。「
身
の
一
大
事
を
わ
す
れ
、

い
つ
も
月
夜
に

を
ぬ
か
れ
」（『
西
鶴
織
留
』）、「
月
夜
の

」

（『
二
重
染
』）。

（
第
九
図
）

　
　

十
面
の
具
足
も
さ
む
き
わ
ら
や
か
な 

鬼
丸

※
暗
が
り
の
渋
面
…
暗
闇
の
中
で
顰
め
面
を
し
て
も
相
手
が
気
付

か
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
い
く
ら
や
っ
て
も
全
く
反
応
が
な

い
こ
と
。「
闇
か
り
の
皺
面
」（『
二
重
染
』）。
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（
第
十
図
）

　
　

笋
の
隣
を
の
ぞ
く
椽
の
下 

秋
色

※
縁
の
下
の
力
持
ち
…
人
の
た
め
に
、
陰
で
苦
労
や
努
力
を
す
る

こ
と
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
。「
椽
の
下
の
力
持
」（『
二
重

染
』）。

（
第
十
一
図
）

　
　

木
に
竹
を
つ
ぐ
や
見
越
の
花
ば
さ
み 

見
草

※
木
に
竹
を
接
ぐ
…
違
う
性
質
の
も
の
を
継
ぐ
こ
と
か
ら
、
筋
が

通
ら
な
い
こ
と
、
釣
り
合
わ
な
い
こ
と
。「
木
に
た
け
を
つ
ぐ

ご
と
し
」（『
毛
吹
草
』）、「
木
に
竹
を
つ
ぐ
」（『
二
重
染
』）。
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（
第
十
二
図
）

　
　

明
ぼ
の
と
六
つ
の
う
な
り
や
月
に
鳫 

敬
雨

※
雁
が
飛
べ
ば
石
亀
も
地
団
駄
…
自
分
の
分
際
を
忘
れ
、
他
の
真

似
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。「
い
り
ま
め
の
す
ま
し
ろ
ひ　

鴈

が
と
べ
ば
い
し
が
め
も
ち
だ
ん
だ
」（『
毛
吹
草
』）、「
鳫
か
と

べ
は
洞
亀
も
じ
だ
ん
だ
と
い
ひ
伝
た
り
」（『
類
船
集
』）、「
雁

が
と
べ
ば
い
し
が
め
も
ち
だ
ん
だ
」（『
二
重
染
』）。

　

鶴
翁
書
﹇

翁
﹈

（
外
装
）
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制
作
に
関
わ
っ
た
俳
人
た
ち

　

本
絵
巻
の
制
作
に
関
わ
っ
た
俳
人
の
略
歴
等
を
簡
単
に
確
認
し

て
お
く
。
以
下
、『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
七
年
十
月
）、

『
元
禄
時
代
俳
人
大
観
』（
八
木
書
店
、
平
成
二
十
三
年
六
月
〜
平
成

二
十
四
年
三
月
）、「
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」（「
日
本
文
学

W
eb

図
書
館
」
株
式
会
社
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、平
成
二
十
五
年
四
月
〜
）、

加
藤
定
彦
・
外
村
展
子
編
『
関
東
俳
諧
叢
書
』（
青
裳
堂
書
店
、
平

成
六
年
一
月
〜
平
成
二
十
一
年
一
月
）、
堀
内
宗
完
「
堀
内
家
の
代
々
」

（『
日
本
の
茶
家
』
河
原
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）、『
角
川
茶
道

大
事
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
二
年
五
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

　

ま
ず
、
画
を
描
い
た
「
鶴
翁
」
と
は
、
堀
内
仙
鶴
（
延
宝
三
年

〜
寛
延
元
年
）
の
別
号
。
俳
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
が
、
表
千
家

の
茶
家
堀
内
家
の
初
代
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
江
戸
の
人
で
、
堀

内
浄
左
の
養
子
。
俳
諧
は
、
元
禄
三
年
に
沾
徳
に
入
門
、
宝
永
三

年
に
京
都
に
移
住
し
、
淡
々
と
と
も
に
江
戸
の
点
取
俳
諧
の
風
を

移
し
て
、
京
都
の
三
十
一
点
者
に
数
え
ら
れ
た
。
な
お
、
移
住
は

茶
道
を
学
ぶ
た
め
で
、
表
千
家
六
代
覚
々
斎
原
叟
に
入
門
し
て
奥

義
を
き
わ
め
た
。
仙
鶴
は
書
画
に
も
長
じ
、
門
弟
な
ど
の
秀
句
に

自
ら
絵
を
描
い
て
「
画
及
第
」
と
称
し
た
と
い
う
。

　

周
竹
（
？
〜
元
文
四
年
以
前
）
は
、
江
戸
の
医
師
で
清
水
氏
。
俳

諧
は
嵐
雪
門
。
師
の
没
後
に
点
印
を
譲
ら
れ
た
が
、
老
齢
で
引
退

を
希
望
し
て
吏
登
に
譲
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

園
女
（
寛
文
四
年
〜
享
保
十
一
年
）
は
、
伊
勢
国
山
田
の
神
官
秦

師
貞
の
娘
、
同
地
の
医
師
で
俳
人
の
一
有
（
渭
川
）
の
妻
。
貞
享

五
年
、
伊
勢
に
参
宮
し
た
芭
蕉
を
自
宅
に
迎
え
、
門
人
と
な
っ
た
。

元
禄
五
年
、
夫
と
と
も
に
大
坂
へ
移
住
し
た
が
、
元
禄
七
年
に
再

び
芭
蕉
を
自
宅
に
迎
え
て
い
る
。
元
禄
十
六
年
、
夫
に
死
別
し
た

後
、
宝
永
二
年
に
江
戸
に
出
て
、
眼
科
医
を
し
な
が
ら
俳
人
と
し

て
活
動
、
其
角
ら
と
交
流
し
た
。

　

秋
色
（
寛
文
九
年
〜
享
保
十
年
）
は
、江
戸
の
老
舗
菓
子
屋
の
娘
で
、

小
川
氏
か
と
い
う
。
俳
諧
は
其
角
門
で
、
同
門
の
寒
玉
の
妻
と
い

う
。
師
の
没
後
、
沾
洲
・
秋
色
・
青
流
（
敬
雨
）
ら
と
遺
稿
を
編

集
し
て
『
類
柑
子
』
を
出
版
、
七
回
忌
に
も
『
石
な
と
り
』
を
刊

行
し
た
。
師
の
点
印
を
譲
ら
れ
、
湖
十
（
一
世
）
に
伝
え
た
。
秋

色
桜
な
ど
の
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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敬
雨
（
寛
文
三
年
〜
享
保
十
八
年
）
は
、
大
坂
の
人
で
初
め
は
惟

中
門
。
延
宝
九
年
『
一
夜
庵
建
立
縁
起
』
が
初
出
で
、
天
和
三
年

の
惟
中
の
歳
旦
に
も
名
前
が
見
え
る
。
そ
の
後
、
十
数
年
の
活
動

は
不
明
だ
が
、
元
禄
七
年
に
芭
蕉
と
同
座
し
歌
仙
を
興
行
す
る
。

元
禄
十
五
年
に
は
江
戸
に
下
り
、
其
角
門
に
入
る
。
以
後
、
漂
泊

と
庵
住
の
生
活
を
送
り
、
享
保
十
六
年
に
は
『
五
色
墨
』
に
序
文

を
寄
せ
て
、
蕉
風
復
興
へ
の
気
運
を
醸
成
し
た
。

　

玉
泉
、
夏
葉
、
不
吟
、
風
洗
、
鬼
丸
、
見
草
の
六
名
の
詳
し
い

履
歴
は
不
明
な
が
ら
、
玉
泉
は
『
東
の
つ
と
』（
鶴
銭
編
、
享
保
二

十
一
年
刊
）
に
入
集
、
夏
葉
は
『
見
か
え
り
駒
』（
享
保
四
年
刊
）

を
刊
行
、
風
洗
は
元
禄
三
年
刊
の
『
其
帒
』（
嵐
雪
編
）・『
秋
津
嶋
』

（
団
水
編
）
以
下
の
諸
書
に
入
集
、
鬼
丸
は
『
友
す
ゞ
め
』（
巽
我
編
、

仙
鶴
ら
序
、
寛
保
三
年
刊
）
に
入
集
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
新
収
品
で
あ
る
俳
画
賛
絵
巻
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
は

じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
制
作
時
期
、
制
作
者
、
内
容
、
い
ず
れ

か
ら
見
て
も
貴
重
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
享
保
期
の
江
戸
で
、

露
月
や
米
仲
た
ち
に
よ
っ
て
絵
俳
書
が
多
く
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
肉
筆
の
俳
画
賛
も
同
時
期
に
多

数
制
作
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
作
品

を
目
に
す
る
機
会
は
、
残
念
な
が
ら
そ
う
多
く
は
な
い
。
今
後
も
、

ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
同
様
の
資
料
の
発
見
が
望
ま
れ
る
。

（
い
と
う　

よ
し
た
か　

湘
北
短
期
大
学
教
授
）

〈
付
記
〉
本
稿
はJSPS
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費26370259

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


